
科目番号 授　業　科　目 単位数  週時間 受講年次 学　期 授　業　内　容

英言111 リーディング 2 0-2 2 前
様々な分野の比較的長い英語の論考、エッセイを速読して大
意を理解する訓練をする。

英言121 英文法演習 2 1-1 2 前 英文法と英作文を相互補完的に学習する。

英言181 英語研究Ⅰ 2 2-0 2 前 英語学／言語学の基礎を中心に学ぶ。

英言221 ライティング 2 0-2 2 前又は後
グローバル及びローカルな問題を扱ったエッセイの書き方を
訓練する。

英言231 オーラルコミュニケーション 2 0-2 2 前又は後
日常的な場面において、英語によるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動が適切に
行えるよう訓練する。

英言241 イギリス文学概論 2 2-0 2 後
イギリスの代表的作家の主要作品の鑑賞を通してイギリス文
学を歴史的に概観する。

英言242 アメリカ文学概論 2 2-0 2 後
アメリカの代表的作家の主要作品の鑑賞を通してアメリカ文
学を歴史的に概観する。

英言281 英語研究Ⅱ 2 2-0 2 後
英語を中心とした言語習得に関わる様々な理論を概観しなが
ら、母語習得や第二言語習得（外国語教育）についての基礎
的知識を学ぶ。

英言282 英語研究Ⅲ 2 2-0 2 後
英語を中心とした（異文化）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学／社会言語学の基
礎を中心に学ぶ。

科目番号 授　業　科　目 単位数  週時間 受講年次 学　期 授　業　内　容

国言101 学外実地研修 2 0-2 2～4 前又は後
合宿研修等を通して、外国語のコミュニケーション能力を身
につける。

国言102 異文化実地研修Ａ 2 0-2 1～4 前又は後
英語圏諸国の大学等において行われるサマースクールや短期
セミナー等に参加し、その国の言語・歴史・文化等に関する
科目を履修するとともに、異文化理解を深める。

国言103 異文化実地研修Ｂ 2 0-2 1～4 前又は後
海外協定校での集中講義やｾﾐﾅｰへの参加、エクスカーション
や各国の学生との交流を通して、コミュニケーション能力の
向上と異文化理解の深化を図る。

英言115 英語資格試験演習 2 0-2 3 後
客観的な英語能力の指標となるTOEFLおよびTOEICの試験内容
について、学習方略を含めた問題演習を行う。

英言311
アカデミック・プレゼンテー
ション

2 0-2 3～4 前又は後
様々な学問分野において、英語による効果的なプレゼンテー
ションの方法を学ぶ。

英言321 英語スピーチ 2 0-2 3〜4 前又は後
パブリック・スピーキングの理論を学び，英語のスピーチを
実践することによって，論理的に話す能力と建設的な批判能
力を養う。

英言322 英語ディベート 2 0-2 3〜4 前又は後
賛否両論ある特定の社会問題について英語で討論し，意志決
定能力や論理的思考能力を増進する。

英言333 英米言語文化特殊講義I 2 2-0 3〜4 前又は後
英文法を普遍文法の観点から考察し人間言語の仕組みについ
て理解を深める。

英言334 英米言語文化特殊講義II 2 2-0 3〜4 前又は後
英語の母語習得理論及び外国語習得理論の理解を基に、日本
人学習者が英語を学習するときに抱える困難と、その解決方
法について学ぶ。

英言335 英米言語文化特殊講義III 2 2-0 3〜4 前又は後

英米の言語、文化、歴史を主とした文化総体の様々な側面に
関する主題に関するプレゼンテーションとディスカッション
を実施し、仕上げとして取り上げられた主題についてのterm
paperを作成する。

英言336 英米言語文化特殊講義IV 2 2-0 3〜4 前又は後
１９世紀前半までのアメリカ合衆国草創期の文学作品を読む
ことをとおして、その後に形成されていくアメリカ的価値観
の展開を学ぶ。

英言342 ルネサンス文学 2 2-0 3～4 前又は後
シェイクスピアを中心とする代表的作家の主要作品を取り上
げ、その研究方法を学ぶ。

英言343 17・18世紀イギリス文学 2 2-0 3～4 前又は後
王政復古期及び１８世紀の代表的作家の主要作品 取り上
げ、その研究方法を学ぶ。

英言344 ロマン派文学 2 2-0 3～4 前又は後
イギリスロマン派文学の主要作品を取り上げ、その研究方法
を学ぶ。

英言345 ヴィクトリア朝文学 2 2-0 3～4 前又は後
ヴィクトリア朝文学の主要作品を取り上げ、その研究方法を
学ぶ。

英言346 現代イギリス文学 2 2-0 3～4 前又は後
20世紀以降のイギリス文学における主要作品を取り上げ、そ
の研究方法を学ぶ。

英言347 イギリス文学研究Ⅰ 2 2-0 3～4 前又は後 イギリス文学における重要なテーマについて研究する。

英言348 イギリス文学研究Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後 イギリス文学における多様なテーマについて研究する。

英語文化

プログラム専門科目（昼間主コース）

国際言語文化プログラム専門科目（基礎科目）

英語文化

プログラム専門科目（昼間主コース）

国際言語文化プログラム専門科目（応用科目）



英言350 アメリカ文学研究I 2 2-0 2～4 前又は後
アメリカ文学の様々な作家や作品、及びジャンルについて学
び、アメリカ文学を鑑賞するための基礎的な技術と知識を習
得する。

英言351 アメリカ文学研究II 2 2-0 2～4 前又は後
アメリカ文学の様々な作家や作品、及びジャンルを対象とし
ながら、アメリカ文学を分析・解釈するための基礎的な方法
について学ぶ。

英言352 アメリカ文学研究III 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ文学の様々な作家、作品、及びジャンルを対象とし
て、それを批評するための理論についてより専門的なアプ
ローチについて学ぶ。

英言353 アメリカ文学研究IV 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ文学の様々な作家、作品、及びジャンルについて自
律した分析や解釈ができるように、さらに理解を深める。

英言354 アメリカ文学研究V 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ文学の様々な作家、作品、及びジャンルについて、
先行研究をふまえたより専門的な議論の構築の方法や学術論
文の書き方について学ぶ。 

英言355 アメリカ文学研究VI 2 2-0 2～4 前又は後
アメリカ文学の様々な作家、作品、及びジャンルについて、
自律した見解と先行研究にもとづく議論と執筆ルールをふま
え、専門性を備えた学術論文執筆の実践を行う。

英言358 アメリカ研究概説 2 2-0 2～4 前又は後
人種、エスニシティ、ジェンダー、階級など、アメリカの文
化や社会のありようを特徴づけるテーマを通して、アメリカ
研究の基礎的な知識を学ぶ。

英言359 アメリカ研究演習 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ研究に関するさまざまなテクストや理論の精読な
ど、ゼミ形式の実践的な学習を通してアメリカ研究の基礎的
な研究方法を学ぶ。

英言375 英語の意味解釈 2 2-0 2～4 前又は後 英語の意味について理論的・体系的に研究する。

英言377 英語の音声構造 2 2-0 3～4 前又は後 英語の音声と音韻構造を理論的・体系的に研究する。

英言379 英語の文構造 2 2-0 2～4 前又は後 英語の文や句の構造を理論的・体系的に研究する。

英言383
英語の異文化間コミュニケー
ション

2 2-0 2～4 前又は後
異文化が接触したときの言語現象や非言語行動、および文化
摩擦現象をコミュニケーションの基礎理論を通して学ぶ。

英言384 コミュニケーションと文化 2 2-0 2～4 前又は後
英語を中心に，日常的なコミュニケーション事象を分析し，
ことばと人，社会，文化との関連性について学ぶ。

英言385 談話とコミュニケーション 2 0-2 2～4 前又は後
英語などの自然会話の連鎖組織や書きことばの構造を考察
し，コミュニケーション行為の仕組みと社会性を探求する。

英言395 英語学習論I 2 2-0 2～4 前又は後
外国語としての英語学習を心理学的手法を用いて概観し、そ
の研究方法と理論を学ぶ。

英言396 英語学習論II 2 2-0 2～4 前又は後
外国語としての英語学習を社会文化理論を用いて精査し、そ
の研究について学ぶ。

英言473 英語圏の言語政策と言語権 2 2-0 3～4 前又は後
英語が公用語または実質的な公用語として機能している国・
地域における多言語社会の様態を学び、少数言語話者の言語
権を保障した言語政策・言語計画を考察する。

英言474 日英語比較研究 2 2-0 3～4 前又は後
日本語と英語を比較研究し、それぞれの特徴及び共通性を研
究する。

英言493 特定言語研究 2 2-0 3～4 前又は後
英語を含めた特定の言語の特定分野について、フィールド
ワークなどを通して研究する。

英言500 卒業研究 2 0-2 4 前又は後
4年間の学習の集大成として研究論文執筆や発表をおこな
う。

科目番号 授業科目 単位 週時間 年次 学期 授業内容

英言386
英語コミュニケーションの多
様性

2 2-0 2～4 前又は後
国際語としての英語について、音声・文法・語彙などの多様
性を概観し、「世界諸英語(World Englishes)」の状況やそ
の文化的背景について学ぶ。

国言501 地域・国際実践力演習Ⅰ 2 0-2 3 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言502 地域・国際実践力演習Ⅱ 2 0-2 3 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言503 地域・国際実践力演習Ⅲ 2 0-2 4 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言504 地域・国際実践力演習Ⅳ 2 0-2 4 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目　（地域・国際実践力科目）　

英語文化



科目番号 授　業　科　目 単位数  週時間 受講年次 学　期 授　業　内　容

日国111 日本語文章表現Ⅰ 2 2-0 1 前
文章構成、パラグラフ分析、要約文、レポートの書き方や発
表資料作成法を学ぶ。

日国112 日本語文章表現Ⅱ 2 2-0 1 後 「日国111」の続き。

日国221 日本語作品講読Ⅰ 2 2-0 2 前 代表的な近現代の文学作品を精読する。

日国222 日本語作品講読Ⅱ 2 2-0 2 後 「日国221」の続き。

日国231 日本文化論Ⅰ 2 2-0 2 前 日本文化や日本社会の諸課題を取り上げ考察する。

日国232 日本文化論Ⅱ 2 2-0 2 後 「日国231」の続き。

科目番号 授　業　科　目 単位数  週時間 受講年次 学　期 授　業　内　容

日国323 日本語演習Ⅰ 2 0-2 3 前
日本語学一般に関する知識を身につけ、日本語の様々な現象
について言語学的に考察する。

日国324 日本語演習Ⅱ 2 0-2 3 後 「日国323」の続き。

日国441 二言語対照研究 2 2-0 4 前 日本語と自国語とを対照的言語学的に分析する。

日国443 国際事情Ⅰ 2 2-0 4 前 外国との関係における日本を現代史的に考察する。

日国444 国際事情Ⅱ 2 2-0 4 後 「日国443」の続き。

科目番号 授業科目 単位 週時間 年次 学期 授業内容

国言501 地域・国際実践力演習Ⅰ 2 0-2 3 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言502 地域・国際実践力演習Ⅱ 2 0-2 3 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言503 地域・国際実践力演習Ⅲ 2 0-2 4 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言504 地域・国際実践力演習Ⅳ 2 0-2 4 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

日本文化

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目　（基礎科目）　

日本文化

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目　（応用科目）　

日本文化

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目　（地域・国際実践力科目）　



科目番号 授業科目 単位 週時間 年次 学期 授業内容

欧言200
ドイツ語オーラル・コミュニ
ケーションⅠ

2 0-2 2～3 前 ドイツ語の発音訓練と口頭による表現力の基礎を養成する。

欧言201 ドイツ語トレーニングⅠ 2 0-2 2～3 前
読み、書き、聴き、話すためのより高度なドイツ語運用能力
を養成する。

欧言202
フランス語オーラル・コミュ
ニケーションⅠ

2 0-2 2～3 前
フランス語の発音訓練と口頭による表現力の基礎を養成す
る。

欧言203 フランス語トレーニングⅠ 2 0-2 2～3 前
読み、書き、聴き、話すためのより高度なフランス語運用能
力を養成する。

欧言204
スペイン語オーラル・コミュ
ニケーションⅠ

2 0-2 2～3 前
スペイン語の発音訓練と口頭による表現力の基礎を養成す
る。

欧言205 スペイン語トレーニングⅠ 2 0-2 2～3 前
読み、書き、聴き、話すためのより高度なスペイン語運用能
力を養成する。

欧言206 ドイツ社会研究 2 2-0 2～3 前又は後
ドイツの日常生活や社会・文化の諸問題（環境、平和、外国
人、再統一後の問題等）を研究する。

欧言207
ドイツ語オーラル・コミュニ
ケーションⅡ

2 0-2 2～3 後 ドイツ語の発音訓練と口頭による表現力の基礎を養成する。

欧言208 ドイツ語文法Ⅰ 2 2-0 2～3 後
ドイツ語の文法規則について理解を深め、その運用能力を養
成する。

欧言209 ドイツ語トレーニングⅡ 2 0-2 2～3 後
読み、書き、聴き、話すためのより高度なドイツ語運用能力
を養成する。

欧言210 フランス社会研究 2 2-0 2～3 前又は後
フランスの日常生活や社会・文化の諸問題（環境、平和、移
民・難民問題等）を研究する。

欧言211
フランス語オーラル・コミュ
ニケーションⅡ

2 0-2 2～3 後
フランス語の発音訓練と口頭による表現力の基礎を養成す
る。

欧言212 フランス語文法Ⅰ 2 2-0 2～3 後
フランス語の文法規則について理解を深め、その運用能力を
養成する。

欧言213 フランス語トレーニングⅡ 2 0-2 2～3 後
読み、書き、聴き、話すためのより高度なフランス語運用能
力を養成する。

欧言214 スペイン社会研究 2 2-0 2～3 前又は後
スペインの日常生活や社会・文化の諸問題（環境、平和、移
民・難民問題等）を研究する。

欧言215
スペイン語オーラル・コミュ
ニケーションⅡ

2 0-2 2～3 後
スペイン語の発音訓練と口頭による表現力の基礎を養成す
る。

欧言216 スペイン語文法Ⅰ 2 2-0 2～3 後
スペイン語の文法規則について理解を深め、その運用能力を
養成する。

欧言217 スペイン語トレーニングⅡ 2 0-2 2～3 後
読み、書き、聴き、話すためのより高度なスペイン語運用能
力を養成する。

科目番号 授業科目 単位 週時間 年次 学期 授業内容

国言101 学外実地研修 2 0-2 2～4 前又は後
合宿研修等を通して、外国語のコミュニケーション能力を身
につける。

国言102 異文化実地研修Ａ 2 0-2 1～4 前又は後
英語圏諸国の大学等において行われるサマースクールや短期
セミナー等に参加し、その国の言語・歴史・文化等に関する
科目を履修するとともに、異文化理解を深める。

国言103 異文化実地研修Ｂ 2 0-2 1～4 前又は後
ヨーロッパの協定校等での集中講義やｾﾐﾅｰへの参加、エクス
カーションや各国の学生との交流を通して、コミュニケー
ション能力の向上と異文化理解の深化を図る。

欧言300 ドイツ語ライティングⅠ 2 0-2 3～4 前又は後
ドイツ語の構造や特徴に留意しながら、基礎的な文章表現力
を養う。

欧言301 ドイツ語リーディングⅠ 2 0-2 3～4 前又は後
小説、評論、時事ドイツ語等を取り上げた初級者用教材の精
読を通して基礎的な読解力を養成する。

欧言302 ドイツ文化研究Ⅰ 2 2-0 3～4 前又は後
ドイツの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画等
について研究する。

欧言303 ドイツ語文法Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後 基礎的なドイツ語運用能力を高め、実践的な文法力を養う。

欧言304 フランス語ライティングⅠ 2 0-2 3～4 前又は後
フランス語の構造や特徴に留意しながら、基礎的な文章表現
力を養う。

欧言305 フランス語リーディングⅠ 2 0-2 3～4 前又は後
小説、評論、時事フランス語等を取り上げた初級者用教材の
精読を通して基礎的な読解力を養成する。

欧言306 フランス文化研究Ⅰ 2 2-0 3～4 前又は後
フランスの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について研究する。

欧言307 フランス語文法Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後
基礎的なフランス語運用能力を高め、実践的な文法力を養
う。

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目（基礎科目）

ヨーロッパ言語文化

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目（応用科目）

ヨーロッパ言語文化



欧言308 スペイン語ライティングⅠ 2 0-2 3～4 前又は後
スペイン語の構造や特徴に留意しながら、基礎的な文章表現
力を養う。

欧言309 スペイン語リーディングⅠ 2 0-2 3～4 前又は後
小説、評論、時事スペイン語等を取り上げた初級者用教材の
精読を通して基礎的な読解力を養成する。

欧言310 スペイン文化研究Ⅰ 2 2-0 3～4 前又は後
スペインの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について研究する。

欧言311 スペイン語文法Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後
基礎的なスペイン語運用能力を高め、実践的な文法力を養
う。

欧言312 ドイツ語ライティングⅡ 2 0-2 3～4 前又は後
ドイツ語の構造や特徴に留意しながら、基礎的な文章表現力
を養う。

欧言313 ドイツ語表現法 2 0-2 3～4 前又は後
視聴覚教材を用いてリスニング能力の向上をはかるととも
に、テーマに応じた口頭表現の訓練を行う。

欧言314 ドイツ語文学史 2 2-0 3～4 前又は後 ドイツ文学の主要作品と思潮を通史として概観する｡

欧言315 ドイツ語リーディングⅡ 2 0-2 3～4 前又は後
小説、評論、時事ドイツ語等を取り上げた初級者用教材の精
読を通して基礎的な読解力を養成する。

欧言316 ドイツ語学研究 2 2-0 3～4 前又は後
ドイツ語を音韻論、形態論、統語論、意味論の側面から考察
する。

欧言317 ドイツ文化研究Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後
ドイツの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画等
について研究する。

欧言318 フランス語ライティングⅡ 2 0-2 3～4 前又は後
フランス語の構造や特徴に留意しながら、基礎的な文章表現
力を養う。

欧言319 フランス語表現法 2 0-2 3～4 前又は後
視聴覚教材を用いてリスニング能力の向上をはかるととも
に、テーマに応じた口頭、文章表現の訓練を行う。

欧言320 フランス語文学史 2 2-0 3～4 前又は後 フランス文学の主要作品と思潮を通史として概観する｡

欧言321 フランス語リーディングⅡ 2 0-2 3～4 前又は後
小説、評論、時事フランス語等を取り上げた初級者用教材の
精読を通して基礎的な読解力を養成する。

欧言322 フランス語学研究 2 2-0 3～4 前又は後
フランス語を音韻論、形態論、統語論、意味論の側面から考
察する。

欧言323 フランス文化研究Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後
フランスの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について研究する。

欧言324 スペイン語ライティングⅡ 2 0-2 3～4 前又は後
スペイン語の構造や特徴に留意しながら、基礎的な文章表現
力を養う。

欧言325 スペイン語表現法 2 0-2 3～4 前又は後
視聴覚教材を用いてリスニング能力の向上をはかるととも
に、テーマに応じた口頭、文章表現の訓練を行う。

欧言326 スペイン語文学史 2 2-0 3～4 前又は後 スペイン文学の主要作品と思潮を通史として概観する｡

欧言327 スペイン語リーディングⅡ 2 0-2 3～4 前又は後
小説、評論、時事スペイン語等を取り上げた初級者用教材の
精読を通して基礎的な読解力を養成する。

欧言328 スペイン語学研究 2 2-0 3～4 前又は後
スペイン語を音韻論、形態論、統語論、意味論の側面から考
察する。

欧言329 スペイン文化研究Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後
スペインの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について研究する。

欧言400 ドイツ言語文化演習Ⅰ 2 0-2 3～4 前又は後
ドイツの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画等
について演習する。

欧言401
ドイツ語アドヴァンストリー
ディングⅠ

2 0-2 3～4 前又は後
小説、詩、演劇、評論、学術論文、時事ドイツ語等、多種多
様な文章の精読を通して正確な読解力を養成する。

欧言402 フランス言語文化演習Ⅰ 2 0-2 3～4 前又は後
フランスの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について演習する。

欧言403
フランス語アドヴァンスト
リーディングⅠ

2 0-2 3～4 前又は後
小説、詩、演劇、評論、学術論文、時事フランス語等、多種
多様な文章の精読を通して正確な読解力を養成する。

欧言404 スペイン言語文化演習Ⅰ 2 0-2 3～4 前又は後
スペインの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について演習する。

欧言405
スペイン語アドヴァンスト
リーディングⅠ

2 0-2 3～4 前又は後
小説、詩、演劇、評論、学術論文、時事スペイン語等、多種
多様な文章の精読を通して正確な読解力を養成する。

欧言406 ドイツ語言語文化演習Ⅱ 2 0-2 3～4 前又は後
ドイツの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画等
について演習する。

欧言407
ドイツ語アドヴァンストリー
ディングⅡ

2 0-2 3～4 前又は後
小説、詩、演劇、評論、学術論文、時事ドイツ語等、多種多
様な文章の精読を通して正確な読解力を養成する。

欧言408 フランス語言語文化演習Ⅱ 2 0-2 3～4 前又は後
フランスの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について演習する。

欧言409
フランス語アドヴァンスト
リーディングⅡ

2 0-2 3～4 前又は後
小説、詩、演劇、評論、学術論文、時事フランス語等、多種
多様な文章の精読を通して正確な読解力を養成する。

欧言410 スペイン語言語文化演習Ⅱ 2 0-2 3～4 前又は後
スペインの時事的なテーマ、歴史、文化、芸術、音楽、映画
等について演習する。

欧言411
スペイン語アドヴァンスト
リーディングⅡ

2 0-2 3～4 前又は後
小説、詩、演劇、評論、学術論文、時事スペイン語等、多種
多様な文章の精読を通して正確な読解力を養成する。

欧言420 卒業研究 2 0-2 4 前又は後
4年間の学習の集大成として研究論文執筆や発表をおこな
う。



科目番号 授業科目 単位 週時間 年次 学期 授業内容

国言501 地域・国際実践力演習Ⅰ 2 0-2 3 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言502 地域・国際実践力演習Ⅱ 2 0-2 3 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言503 地域・国際実践力演習Ⅲ 2 0-2 4 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

国言504 地域・国際実践力演習Ⅳ 2 0-2 4 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

プログラム専門科目　(昼間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目　（地域・国際実践力科目）　

ヨーロッパ言語文化



　　卒業要件　　国際言語文化プログラム（昼間主コース）　

必修 選択 選択必修

健康運動系科目 2

人文系科目 2

社会系科目 2

自然系科目 2

総合

琉大特色科目・地域創生科目

キャリア関係科目

情報関係科目

第１外国語 8

第２外国語 8

28 2

 専門基盤力科目 2 12

 地域・国際基盤力科目（プログラム系科目） 6

 地域・国際基盤力科目（プログラム複合科目） 4

 国際言語文化プログラム専門科目 2 30

 地域・国際実践力科目 8 4

26

12 78 4

　　１．卒業単位は合計１２４単位以上とする。

　　２．共通教育科目は３０単位とする。

 　　　　　 教養領域 健康運動系科目 ２単位以上

 人文系科目 ２単位以上

 社会系科目 ２単位以上

 自然系科目 ２単位以上

                  総合領域 琉大特色・地域創生及びキャリア関係科目　 ４単位以上

　　

健康運動系科目を除く教養領域・総合領域及び情報関係科目 ２単位以上

  　　　　    基幹領域 第１外国語 ８単位以上

　※第一外国語が英語の場合、「大学英語」「英語講読演習中級」を含むこと。

　※第一外国語でドイツ語、フランス語、スペイン語を選択した場合、それぞれ「インテンシブドイツ語I・II」、

　「インテンシブフランス語I・II」あるいは「インテンシブスペイン語I・II」のいずれかを８単位履修すること。

第２外国語 ８単位以上

　※第一外国語が英語の場合、第二外国語はインテンシブドイツ語I・II、インテンシブフランス語I・II、

　インテンシブスペイン語I・II、中国語基礎I・IIのうちから１つの言語を選択する。

　※第一外国語が英語以外の言語で、第二言語で英語を選択する場合、「大学英語」「英語講読演習中級」を

　含み８単位、あるいは第一外国語で選択した言語以外の同一言語から８単位履修する。

　第二外国語に関しては、英語の場合は「大学英語」を含み8単位。その他の場合は「ドイツ語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」、

　「フランス語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」、「スペイン語入門Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」、「中国語基礎Ⅰ、Ⅱ」、

　「朝鮮語基礎Ⅰ、Ⅱ」のうちから一つの言語を選択して８単位履修すること。

　　　　　　総単位数 124

　※外国人留学生の場合、第一外国語は日本語とし、日本語上級レベルのクラスを合計８単位履修すること。

　　　　注１）共通教育等の履修要件の詳細については「琉球大学共通教育等履修規程」及び同規程別表3「各学部学科等別共通
           　 教育等履修基準表」を参照すること。

共通教育科目総計 30

専
門
教
育

 学部共通基盤専門科目

 プログラム専門科目

地域・国際実践力科目（読替科目）

小計

専門教育科目総計 94

授業科目の区分

共
通
教
育

教養領域

2

総合領域
4

基幹領域

小計



　　 ３．専門教育科目は９４単位以上とする。

　　（１）学部共通基盤専門科目は以下のとおり合計２４単位以上を履修する。

 　 　　○専門基盤力科目は、基礎演習(２単位・必修)を含む１４単位以上を履修する。

          ヨーロッパ文化論、言語科学入門の中から３科目および、他の２つ以上のプログラム提供の科目をそれぞれ１科目以上

          履修すること。

   　　 ・プログラム系科目を６単位以上を履修する。　  

 　　　 ・プログラム複合科目（選択必修）を４単位以上を履修する。  

　　（２）プログラム専門科目は以下のとおり合計４４単位以上を履修する。

 　 　 ○国際言語文化プログラム専門科目は、卒業研究(２単位・必修)を含む３２単位以上を履修する。     

   　　○地域･国際実践力科目は、地域･国際実践力演習Ⅰ～Ⅳ(必修・８単位)を含む１２単位以上を履修する。   

　　（３）地域・国際実践力科目（読替）は２６単位以上を履修する。

   　　○学部共通基盤専門科目（２４単位）及び国際言語文化プログラム専門科目（３２単位）を超過した分は、

　　　　 地域・国際実践力科目（読替）の単位として読み替えることができる。 

   　　○他プログラム・他学部提供の専門科目は、地域・国際実践力科目（読替）の単位として読み替えることができる。 

　　　　 

　　４．一学期に登録できる単位数の上限は２０単位(共通教育科目を含め)とする。 ただし、集中講義はこの中に含めない。

　　５．直前に在学した学期の５段階評価によるGPAが3.0以上の者は、指導教員の指導・承認を得て２６単位までの登録を認める。              

 　　６．GPAの値にかかわらず、教員免許・博物館学芸員等の資格取得予定者は、指導教員の指導・承認を得て登録単位の上積みを
　　　　　６単位まで認める。ただし、超過する分は資格取得に必要な該当科目とする。

　　７．資格取得希望者に該当する者のGPAが3.0以上の場合でも２６単位までとする。

　　注２）原則として、昼間主コースの学生は、必修以外の科目について夜間主コースに開講される授業科目から履修することができ、
　　　　　そのうち４０単位までは卒業単位として認められる。

　　　  ・学部共通基盤専門科目（専門基盤力科目）のうち、国際言語文化プログラム提供の英米文化入門、英米文学概論、

   　　○地域･国際基盤力科目は、１０単位以上履修する。



B英言111 リーディングⅠ 2 0-2 2 前
様々な分野の比較的長い英語の論考、エッセイを、速読して
大意を理解する訓練をする。

B英言119 実用英語演習II 2 0-2 1～4 前又は後
社会におけるさまざまな場面において英語と日本語で双方向
的に情報を発信できる総合的英語力を養成する。

B英言121 英文法演習 2 1-1 1 後 英文法と英作文を相互補完的に学習する。

B英言141 英米文学概論 2 2-0 1 前
イギリス・アメリカ文学の基礎知識を作品を通じて通覧し、
英米文化に対する理解を深める。

B英言181 英語研究Ⅰ 2 2-0 2 前又は後 英語学／言語学の基礎を中心に学ぶ。

B英言201 異文化理解 2 2-0 1 後
多様な文化背景を持つ英文の講読や、英語によるコミュニ
ケーション活動を通じて異文化についての理解を深める。

B英言221 ライティングⅠ 2 0-2 1 前
グローバル及びローカルな問題を扱ったエッセイの書き方を
訓練する。

B英言222 ライティングⅡ 2 0-2 3 後 「ライティングⅠ」の続き。

B英言231 ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 0-2 1 前
日常的な場面において、英語によるコミュニケーション活動
が適切に行えるよう訓練する。

B英言232 ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 0-2 2 後 「ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」の続き。

B英言241 イギリス文学概論 2 2-0 2 後
イギリスの代表的作家の主要作品の鑑賞を通してイギリス文
学を歴史的に概観する。

B英言242 アメリカ文学概論 2 2-0 2 前
アメリカの代表的作家の主要作品の鑑賞を通してアメリカ文
学を歴史的に概観する。

B英言281 英語研究Ⅱ 2 2-0 2 後
英語を中心とした言語習得に関わる様々な理論を概観しなが
ら、母語習得や第二言語習得（外国語教育）についての基礎
的知識を学ぶ。

B英言282 英語研究Ⅲ 2 2-0 2 後
英語を中心とした（異文化）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学／社会言語学の基
礎を中心に学ぶ。

B英言311 上級英語演習 2 2-0 3 前又は後
グローバルおよびローカルな問題に関する英文を精読し、自
分の意見を論理的な英文で書く訓練をする。

B英言312
アカデミックプレゼンテー
ションI

2 0-2 2 後
様々な学問分野において、英語による効果的なプレゼンテー
ションの方法の基礎を学ぶ。

B英言313
アカデミックプレゼンテー
ションII

2 0-2 3 後
様々な学問分野において、英語による効果的なプレゼンテー
ションの方法の応用を学ぶ。

B英言101 学外実地研修 2 0-2 3〜4 前又は後
合宿研修を通して、英語のコミュニケーション能力を身につ
ける。

B英言112 リーディングⅡ 2 0-2 3 前
本講義は、論説文、文芸という種類の異なる英文のテクスト
を読み、それぞれの主題を核とした批判的思考の実践を身に
つける。

B英言115 英語資格試験演習 2 0-2 3 前又は後
客観的な英語能力の指標となるTOEFLおよびTOEICの試験内容
について、学習方略を含めた問題演習を行う。

B英言333 英米言語文化特殊講義I 2 2-0 3～4 前又は後
英文法を普遍文法の観点から考察し人間言語の仕組みについ
て理解を深める。

B英言334 英米言語文化特殊講義II 2 2-0 3～4 前又は後
英語の母語習得理論及び外国語習得理論の理解を基に、日本
人学習者が英語を学習するときに抱える困難と、その解決方
法について学ぶ。

B英言335 英米言語文化特殊講義III 2 2-0 3～4 前又は後

英米の言語、文化、歴史を主とした文化総体の様々な側面に
関する主題に関するプレゼンテーションとディスカッション
を実施し、仕上げとして取り上げられた主題についてのterm
paperを作成する。

B英言336 英米言語文化特殊講義IV 2 2-0 3～4 前又は後
１９世紀前半までのアメリカ合衆国草創期の文学作品を読む
ことをとおして、その後に形成されていくアメリカ的価値観
の展開を学ぶ。

B英言441 イギリス文学研究I 2 2-0 3 前又は後 イギリス文学における主要なテーマについて研究する。

B英言442 イギリス文学研究II 2 2-0 3 前又は後 イギリス文学における特定の課題について研究する。

B英言443 イギリス文化論 2 2-0 3～4 前又は後
イギリスの文学、思想、言語など、イギリス文化の諸相を研
究する。

B英言350 アメリカ文学研究Ⅰ 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ文学における主要作品を取り上げ、その研究方法の
基礎を学ぶ。

B英言351 アメリカ文学研究Ⅱ 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ文学における主要作品を取り上げ、その研究方法の
実践を学ぶ。

B英言352 アメリカ文学研究III 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ文学における主要作品を取り上げ、その研究方法の
応用を学ぶ。

プログラム専門科目（夜間主コース）

国際言語文化プログラム専門科目（応用科目）

英語文化

科目番号 授　業　科　目 単位数  週時間 受講年次  学　期 授　業　内　容

プログラム専門科目（夜間主コース）

国際言語文化プログラム専門科目（基礎科目）

英語文化

科目番号 授　業　科　目 単位数  週時間 受講年次  学　期 授　業　内　容



B英言358 アメリカ研究概説 2 2-0 2～4 前又は後
人種、エスニシティ、ジェンダー、階級など、アメリカの文
化や社会のありようを特徴づけるテーマを通して、アメリカ
研究の基礎的な知識を学ぶ。

B英言359 アメリカ研究演習 2 2-0 3～4 前又は後
アメリカ研究に関するさまざまなテクストや理論の精読な
ど、ゼミ形式の実践的な学習を通してアメリカ研究の基礎的
な研究方法を学ぶ。

B英言377 英語の音声構造 2 2-0 3～4 前又は後 英語の音声と音韻構造を理論的・体系的に研究する。

B英言379 英語の文構造 2 2-0 3～4 前又は後 英語の文や句の構造を理論的・体系的に研究する。

B英言386
英語コミュニケーションの
多様性

2 2-0 3～4 前又は後
国際語としての英語について、音声・文法・語彙などの多様
性を概観し、「世界諸英語(World Englishes)」の状況やそ
の文化的背景について学ぶ。

B英言395 英語学習論I 2 2-0 3～4 前又は後
外国語としての英語学習を心理学的手法を用いて概観し、そ
の研究方法と理論を学ぶ。

B英言396 英語学習論II 2 2-0 3～4 前又は後
外国語としての英語学習を社会文化理論を用いて精査し、そ
の研究について学ぶ。

B英言410 異文化実地研修Ａ 2 0-2 3～4 前又は後
英語圏諸国の大学等において行われるサマースクールや短期
セミナー等に参加し、その国の言語・歴史・文化等に関する
科目を履修するとともに、異文化理解を深める。

B英言420 異文化実地研修Ｂ 2 0-2 3～4 前又は後
海外協定校での集中講義やｾﾐﾅｰへの参加、エクスカーション
や各国の学生との交流を通して、コミュニケーション能力の
向上と異文化理解の深化を図る。

B英言473 英語圏の言語政策と言語権 2 2-0 3～4 前又は後
英語が公用語または実質的な公用語として機能している国・
地域における多言語社会の様態を学び、少数言語話者の言語
権を保障した言語政策・言語計画を考察する。

B英言500 卒業研究 2 0-2 4 前又は後
4年間の学習の集大成として研究論文執筆や発表をおこな
う。

科目番号 授業科目 単位 年次 学期 備考 授業内容

B国言501 地域・国際実践力演習Ⅰ 2 0-2 3 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

B国言502 地域・国際実践力演習Ⅱ 2 0-2 3 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

B国言503 地域・国際実践力演習Ⅲ 2 0-2 4 前 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

B国言504 地域・国際実践力演習Ⅳ 2 0-2 4 後 各分野別に個別研究、討議、発表、論文の作成を行う。

プログラム専門科目　(夜間主コース)

国際言語文化プログラム専門科目　（地域・国際実践力科目）　

英語文化



　　卒業要件　　国際言語文化プログラム（夜間主コース）　

必修 選択

健康運動系科目 2

人文系科目 4

社会系科目 4

自然系科目 4

総合

琉大特色科目・地域創生科目

キャリア関係科目

情報関係科目

第１外国語（英語） 8

第２外国語 8

30 10

  学部共通基盤専門科目  専門基盤力科目 6 2

 国際言語文化プログラム専門科目（基礎科目） 34

 国際言語文化プログラム専門科目（応用科目） 6 4

 地域・国際実践力科目 8

24

54 30

１．卒業単位は合計１２４単位以上とする。

２．共通教育科目は４０単位とする。

教養領域 健康運動系科目　　　　　　 ２単位以上

 人文系科目　　　　　 ４単位以上

 社会系科目 ４単位以上

 自然系科目 ４単位以上

健康運動系科目を除く教養領域・総合領域及び情報関係科目　　　　 10単位以上

 基幹領域　　　　 第１外国語（英語） ８単位以上

 第２外国語 ８単位以上

　　１）第一外国語は英語とし、「大学英語」、「英語講読演習中級」、及び選択科目から１科目の８単位を履修すること。

３．専門教育科目は８４単位以上とする。

　　（１）学部共通基盤専門科目は、基礎演習(２単位・必修)を含む８単位以上を履修する。

    　    ○学部共通基盤専門科目のうち、国際言語文化プログラム提供のメディアの英語、実用英語演習Iを履修すること。

　　（２）プログラム専門科目は以下のとおり合計５２単位以上を履修する。

          ○地域･国際実践力科目は、地域･国際実践力演習Ⅰ～Ⅳ(必修・８単位)を必ず履修する。   

　　（３）地域・国際実践力科目（読替科目）は、２４単位以上を履修する。

       　 ○学部共通基盤専門科目（８単位）及び国際言語文化プログラム専門科目（４４単位）を超過した分は、

          　地域・国際実践力科目（読替）の単位として読み替えることができる。

       　 ○他プログラム・他学部提供の専門科目は、地域・国際実践力科目（読替）の単位として読み替えることができる。

         　

４．一学期に登録できる単位数の上限は２０単位(共通教育科目を含め)とする。ただし、集中講義はこの中に含めない。

５．直前に在学した学期の５段階評価によるGPAが3.0以上の者は、指導教員の指導・承認を得て２６単位までの登録を認める。              

 

          ○国際言語文化プログラム専門科目（応用科目）は、リーディングⅡ（２単位）、英語資格試験演習（２単位）、

       　   卒業研究（２単位）を含む１０単位以上を履修する。     

６．GPAの値にかかわらず、教員免許・博物館学芸員等の資格取得予定者は、指導教員の指導・承認を得て登録単位の上積みを６単位まで
    認める。ただし、超過する分は資格取得に必要な該当科目とする。

７．資格取得希望者に該当する者のGPAが3.0以上の場合でも２６単位までとする。

　　注２）原則として、夜間主コースの学生は、必修以外の科目について昼間主コースに開講される授業科目から履修することができ、
　　　　　そのうち４０単位（教員免許関係の科目を除く）までは卒業単位として認められる。

          ○国際言語文化プログラム専門科目（基礎科目）は、３４単位を必ず履修する。     

専
門
教
育

　プログラム専門科目　

地域・国際実践力科目(読替科目）

小計

専門教育科目総計 84

　　　　　　総単位数 124

　　２）第二外国語に関しては、「ドイツ語入門I、II、III、IV」、「インテンシブフランス語I・II」、

　　　　「スペイン語入門I、II、III、IV」、「中国語基礎I、II」のうちから一つの言語を選択して８単位以上履修すること。

　　　　注１）共通教育等の履修要件の詳細については「琉球大学共通教育等履修規程」及び同規程別表3「各学部学科等別
　　　　　　　共通教育等履修基準表」を参照すること。

授業科目の区分

共
通
教
育

教養領域

10

総合領域

基幹領域

小計

共通教育科目総計 40


